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Ⅰ 単元の構想 

１ 単元の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 

知識及び技能 ・自分の生き方や社会との関わり方を

支える読書の意義と効用について理

解することができる。    ⑶オ 

 

 

 

 

 

 

思考力、判断力、 

表現力等 

・文章を批判的に読みながら、文章に

表れているものの見方や考え方につ

いて考えることができる。 Ｃ⑴イ 

・文章を読んで考えを広げたり深めた

りして、人間、社会、自然などにつ

いて、自分の意見をもつことができ

る。           Ｃ⑴エ 

 

 

 

 

 

学びに向かう力、 

人間性等 

・言葉がもつ価値を認識するととも

に、読書を通して自己を向上させ、

我が国の言語文化に関わり、思いや

考えを伝え合おうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 評価規準 

知識・技能 

 

①自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について理解し

ている。 

思考・判断・表現 

 

 

 

①「読むこと」において、文章を批判的に読みながら、文章に表れているもの

の見方や考え方について考えている。 

②「読むこと」において、文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、

社会、自然などについて、自分の意見をもっている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

①文章を批判的に読むことに積極的に取り組み、今までの学習を生かして小説

を批評したり、自分の考えをまとめたりしようとしている。 

 

３ 指導及び評価の計画 ※別紙参照        

 

４ 言語活動の価値 

 本単元では、各々が選んだ観点で『故郷』を読み、捉えた作品の価値に基づいて、『故郷』を読

む意義を話し合う活動を行う。 

 個人の「生き方」と「社会構造」が密接に結び付いている『故郷』を、観点を決めて理解・解釈

し、作品の価値を捉えたり、複数の観点で捉えた作品の価値を結び付けて再構成したりすること

は、作品を客観的に捉え、読書によって人間、社会、自然などについて、自分の意見を持ったり、

読書をすることの意義について考えたりする契機とすることができる。また、既習事項である「登

場人物の役割」や「物語の語り手」などの観点を各々が選択し、『故郷』を読み進めることは、自

らの興味や関心に沿った読み方を自分で選び、進んで批評したり、自分の考えをまとめようとした

りする態度の育成につながる。さらに、各々が選んだ観点で批評したことを友達と話し合うこと

は、互いの考えの共通点や相違点に気付き、作品を多面的に理解できるとともに、作品に表れてい

るものの見方や考え方を広げたり深めたりし、自分の意見を持てるようにすることができる。 



Ⅱ 本時の学習（５／７） 

１ ねらい 異なる観点を選んだ友達同士で、『故郷』を読んで捉えた「『故郷』の価値」を話し合

ったり、互いの疑問を解決し合ったりすることを通して、「『故郷』の価値」を見直した

り、新たな「『故郷』の価値」に気付いたりできるようにする。 

２ 展 開 

主な学習活動 

予想される生徒の意識〔Ｓ〕 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつか

む。（５分） 

Ｓ：「『故郷』の価値」を「人間関係の変化の悲

しさが描かれている」とまとめたけれど、他

の観点で読んだ友達と話し合うと、また違っ

た「『故郷』の価値」が見えてくるかな。 

○本時の学習の見通しを持つことができるよう

に、単元の課題と単元計画を掲示しておく。 

○各自の学習状況に対する問題意識を高められ

るように、前時の振り返りを提示し、本時に

追究したいことを問いかける。 

○異なる観点で捉えた複数の「『故郷』の価

値」を組み合わせて考える必要感を高められ

るように、生徒が抱いた未解決の疑問を紹介

し、その生徒と異なる観点を用いて学習を進

めている生徒に対し発言を促す。 

２ 「『故郷』の価値」を話し合い、再考する。 

（30分） 

Ｓ：「時代や社会背景」の観点で『故郷』を読ん

だ○○さんも、人間関係についてまとめてい

るな。考えを聞いてみたいな。 

Ｓ：なるほど。○○さんは、ルントウやヤンおば

さんとの関係が変わってしまったのは、個人

の問題というよりも社会の問題と考えたのだ

な。その観点でもう一度読んでみようかな。 

Ｓ：確かに、作品中に「子だくさん、凶作、重い

税金…」と書かれているね。ルントウもヤン

おばさんも、変わりたくて変わったわけでは

ないということかな。 

Ｓ：それにしてもルントウの変化は悲しいな。

「物語の構成」の観点で考えれば、直前にわ

ざと過去の美しい思い出を見せておいてか

ら、辛い現実を描くことで、落差を大きくし

ていると言えそうだな。どのくらい表現に差

があるのか、もう一度読み返してみよう。 

Ｓ：改めて読み返してみると、使われている色や

登場人物の生き生きとした描かれ方など、使

われている表現に大きな差があったな。個人

の力ではどうしようもない人間関係の変化の

辛さが浮き彫りになっているな。「社会の変

化に翻弄される人々の悲しさが描かれてい

る」ことが、「『故郷』の価値」と言っても

いいのではないかな。 

○異なる観点で読んで捉えた友達の「『故郷』

の価値」を参照しながら学習を進められるよ

うに、学習用端末上で互いの学習状況（理解

したこと、「『故郷』の価値」、疑問等）を

共有できる環境を用意し、関連付けられそう

な考えを見付けるよう促す。 

○交流する相手を自由に選択し、自他の問題意

識の解決に向けて学習を進められるように、

学習用端末上で共有している自他の問題意識

を確認するよう促す。 

○「理解・解釈」したことを基に「『故郷』の

価値」を深めることができるように、考えた

こと同士のつながりや考えの理由、根拠とし

た叙述や表現等を問いかける。 

○本文の叙述を根拠に考えられるように、本文

を黙読したり音読したりしながら「理解・解

釈」したり「『故郷』の価値」を考えたりし

ている生徒を称賛する。 

○異なる観点で読んで捉えた、自他の「『故

郷』の価値」を関連付けられない生徒には、

自分とは異なる観点に基づいて「理解・解

釈」した友達の考えを紹介し、自他の考えの

関係性を問いかける。 

 

 

 

 

３ 本時の学習の振り返りをする。（10分） 

Ｓ：異なる観点で考えた「『故郷』の価値」を結

び付けたら、これまでに考えてきた「『故

郷』の価値」が少し変わったな。 

 

 

 

 

○考えたことを整理し、次時の学習の見通しを

持てるように、振り返りの視点を提示する。 

○単元全体の学習の成果を実感できるように、

学習用端末内の学習アプリに蓄積された振り

返りを参照するよう促す。 

 

 

 

 

 

◆評価項目（思①） 

学習用端末内学習アプリの記述内容から、

「複数の観点から「『故郷』の価値」を捉

え、表現しているか」を評価する。 

＜振り返り＞ 

Ｓ：今日、友達と複数の観点で読んだら、『故郷』の登場人物の変化は、個人ではどうしようも

ないものだと想像できました。そしてその変化の辛さを、構成の工夫によって効果的に描い

ていることも分かりました。これを基に、『故郷』を読む意義としてまとめたいです。 

＜めあて＞ 

異なる観点で考えた「『故郷』の価値」を結

び付けて、「『故郷』の価値」を問い直そう。 



（別紙） 

３ 指導及び評価の計画（全７時間：本時第５時）  ※指導に生かす評価○、評定に用いる評価● 

 

 

 

 

 

 

時 学習活動 知 思 態 

１ ・『故郷』を読んだ感想を交流し、単元の課題をつかみ、学習計画を立てる。 

 

 

 

 ① 

２ ・場面の展開や登場人物同士の関係などを人物相関図にまとめる。  ①  

３ 

４ 

・各自の選んだ観点に基づいて『故郷』を読み、「『故郷』の価値」を話し合

う。 

＜故郷を批評する観点（例）＞ 

 ・登場人物の役割 

・物語の語り手    

・時代や社会背景 

 ・物語の構成 

 ・印象に残る言葉や表現 

   

５ ・異なる観点を選んだ友達同士で、これまでに捉えた「『故郷』の価値」を話し

合ったり、互いの疑問を解決し合ったりする。 

   

６ ・『故郷』を読んで捉えた「『故郷』の価値」を基に、『故郷』を読む意義につ

いて話し合う。 

① ② ❶ 

７ ・単元の学習を振り返る。 ❶ ●  

単元の課題 複数の観点で批評したことをもとに、『故郷』を読む意義に 

ついて明らかにしよう。 


